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え
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
⑤
本
年
の
統
一
自
治

体
選
挙
・
参
議
院
選
挙
で
は
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
候
補
の
当
選
を
め
ざ
す
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。
来
賓
挨
拶
を
国
労
東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員

長
、
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
・
宮
坂
本
部
長
、

国
労
東
京
議
員
団
・
小
林
団
長
か
ら
受
け
た
。

次
に
、
経
過
報
告
と
運
動
方
針
案
を
一
括
し
て

笹
原
書
記
長
か
ら
提
案
し
、
討
論
に
移
っ
た
。
発

言
は
、
高
瀬
弘
人
（
蒲
田
駅
）
・
佐
藤
一
夫
（
三

鷹
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）
・
片
山
留
三
（
大
崎

駅
）
・
金
子
錦
也
（
日
暮
里
駅
連
合
）
・
岡
本
敦

（
大
宮
車
両
所
）
・
柴
原
光
四
郎
（
拝
島
運
転

区
）
・
木
村
正
（
大
井
工
場
）
・
藤
巻
茂
（
甲
府

電
力
信
通
連
合
）
・
倉
岡
義
正
（
熱
海
駅
）
・
木

立
幸
夫
（
鶴
見
線
営
業
所
）
・
小
島
卓
（
御
茶
ノ

水
駅
）
・
川
俣
賢
治
（
浦
和
車
掌
区
）
の
一
二
人

か
ら
受
け
、
最
後
に
東
京
闘
争
団
・
原
田
副
団
長

か
ら
の
決
意
表
明
の
後
、
質
問
へ
の
回
答
を
行
い
、

書
記
長
集
約
と
な
っ
た
。

経
過
報
告
と
運
動
方
針
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
委
員
会
宣
言
を
宮

�
教
宣
部
長
が
読
み
上
げ
提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
。

議
長
・
副
議
長
の
解
任
後
、
閉
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
決
意
を
固

め
る
委
員
会
を
終
了
し
た
。

濱
中
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
川
島

光
一
委
員
（
新
橋
・
品
川
駅
）、
副
議
長
に
山
道
信

幸
委
員
（
新
橋
・
池
袋
運
転
区
）
を
選
出
し
議
事
に

入
っ
た
。

執
行
委
員
会
を
代
表
し
阿
部
執
行
委
員
長
か
ら

「
①
春
闘
の
真
最
中
。
労
働
法
制
改
悪
を
許
さ
な
い

闘
い
と
結
合
し
、
一
万
円
の
賃
上
げ
、
春
闘
の
再
構

築
を
展
望
し
て
い
く
。
②
安
全
・
安
心
・
安
定
輸
送

の
確
立
に
向
け
、
仕
事
・
安
全
総
点
検
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
地
本
も
『
安
全
総
点
検
対
策
委
員
会
』
を

設
置
し
た
。
③
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と
の
全
面
和
解
は

『
未
来
を
志
向
し
、
組
織
展
望
を
切
り
拓
く
』
た
め
。

調
印
後
の
組
織
拡
大
や
集
会
・
行
事
の
参
加
者
増
に

も
表
れ
て
い
る
。
新
採
の
国
労
加
入
を
実
現
し
た

い
。
助
役
の
脱
退
勧
奨
や
特
定
組
合
へ
の
新
採
加
入

行
動
は
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る
。
注
意
を
喚
起
す

る
。
新
た
な
差
別
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
行
う
。

④
不
採
用
事
件
に
つ
い
て
、
昨
年
内
解
決
は
で
き
な

か
っ
た
。
時
効
を
見
据
え
『
採
用
差
別
国
労
訴
訟
』

『
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
』
を
提
訴
し
た
。
国
内

外
の
世
論
は
解
決
に
向
き
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
七
次
勧
告
や

六
八
四
の
自
治
体
意
見
書
が
採
択
。
年
度
末
を
見
据

二
月
一
〇
日
第
九
六
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
、

交
通
ビ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

包
括
的
和
解
後
の
運
動
展
開
を
「
い
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
」「
職
場
に
お
け
る
具
体
的
な
取

り
組
み
」「
実
態
の
中
か
ら
見
つ
け
出
し
た
知
恵
」

「
仲
間
の
要
求
の
具
体
化
」
な
ど
、
様
々
な
課
題
を

い
く
つ
も
の
角
度
か
ら
見
つ
め
た
内
容
を
、
全
て

の
委
員
発
言
に
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
今
号
で
は

そ
の
特
徴
的
な
発
言
要
旨
を
掲
載
し
報
告
す
る
。

職
場
集
会
・
分
会
学
習
会
で
の
活
用
を
要
請
す
る
。

昨
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
争
議
は
全
て
解
決
し

た
。
一
昨
年
に
は
昇
進
差
別
事
件
が
和
解
。
既
に

二
回
の
試
験
で
、
一
定
の
前
進
面
が
出
て
き
た
。

し
か
し
職
種
や
職
場
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
。
特
に

運
転
関
係
は
他
と
比
較
し
て
も
合
格
者
が
少
な
い
。

差
別
を
さ
せ
な
い
運
動
で
、
圧
力
を
掛
け
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

バ
ッ
ジ
で
は
、
第
一
次
で
実
損
回
復
が
あ
り
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
最
終
的
に
意
思
統
一

し
た
の
は
、
昇
進
事
件
や
バ
ッ
ジ
事
件
の
和
解
を

今
後
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
会
社
に
今
後
差
別

を
さ
せ
な
い
た
め
、
ど
う
運
動
を
つ
く
り
監
視
す

る
か
。
こ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
和
解
し
て
き
た
意

義
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
意
義
が
、
組
織
面
で

現
れ
始
め
て
い
る
。

神
奈
川
で
は
、
東
労
組
の
反
本
部
派
が
非
常
に

多
く
、
運
転
士
の
転
勤
を
巡
り
、
会
社
と
東
労
組

間
で
い
ざ
こ
ざ
が
起
き
て
い
る
。
東
労
組
は
策
動

を
隠
し
た
ま
ま
、
強
制
配
転
だ
と
宣
伝
や
抗
議
行

動
し
て
い
る
。
反
本
部
派
の
職
場
を
て
こ
入
れ
す

る
た
め
の
転
勤
を
、
会
社
側
が
拒
否
し
た
と
い
う

こ
と
は
初
め
て
で
は
な
い
か
。
人
事
権
は
会
社
が

持
っ
て
い
る
。
三
月
ダ
イ
ヤ
改
正
の
団
交
も
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
。
本
部
派
、
反
本
部
派
と
も
に
革

マ
ル
派
と
目
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
労
は
わ
が
道

を
行
く
こ
と
が
大
切
。

ダ
イ
ヤ
改
正
の
準
備
も
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。

行
路
作
成
に
つ
い
て
、
平
然
と
国
労
の
ベ
テ
ラ
ン

乗
務
員
に
意
見
を
求
め
て
い
る
。
昨
年
末
に
は
国

労
の
意
見
を
出
し
、
東
労
組
の
青
年
達
も
こ
れ
に

同
調
、
会
社
側
の
案
が
潰
れ
た
と
い
う
こ
と
も
表

面
化
し
た
。
平
成
採
の
青
年
は
、
争
議
が
解
決
し

正
常
な
労
使
関
係
を
築
く
の
だ
か
ら
、
ダ
イ
改
の

準
備
も
東
労
組
と
同
じ
で
と
、
賛
同
し
て
く
る
。

深
部
で
意
識
の
変
化
が
見
え
る
。
最
終
的
に
は
組

織
拡
大
に
な
る
が
、
東
労
組
の
青
年
達
は
、
自
分

の
所
属
す
る
組
合
は
内
部
抗
争
ば
か
り
で
、
革
マ

ル
と
因
果
関
係
を
言
わ
れ
て
お
り
嫌
気
が
さ
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
分
会
と
し
て
若
い
人
達

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
た
い
。

国
労
の
最
後
の
争
議
が
不
採
用
事
件
。
昨
年
三

回
の
総
決
起
集
会
の
成
功
、
東
京
都
議
会
で
も
決

議
を
採
択
さ
せ
た
。
年
度
内
解
決
を
求
め
運
動
を

進
め
て
き
て
い
る
。
時
効
成
立
の
関
係
で
裁
判
に

打
っ
て
出
た
。
方
針
は
あ
く
ま
で
第
一
に
政
治
解

決
。
こ
の
ま
ま
で
は
長
期
的
な
闘
い
に
な
る
。
本

部
か
ら
の
提
起
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
は
東
京
。

行
動
等
の
提
起
を
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
第
七
次
勧

告
を
活
か
し
切
る
か
が
政
治
解
決
へ
の
道
標
。
組

合
員
の
意
識
を
節
々
で
啓
蒙
、
何
と
し
て
も
解
決

す
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
。
各
職
場
組
合
員
に

ス
ト
ン
と
落
ち
る
提
起
で
、
年
度
末
に
は
解
決
す

る
と
い
う
意
気
込
み
を
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
深
度
化
に
つ
い
て
、
平
成

採
の
中
に
様
々
な
意
見
。
駅
に
行
っ
た
ら
減
収
、

四
〇
歳
以
下
全
員
が
対
象
か
、
五
年
で
運
転
士
に

戻
れ
る
の
か
、
な
ど
。
平
成
採
が
今
後
国
労
組
合

員
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
、
職
場
の
意
見
、
他
労

組
の
意
見
を
交
渉
に
役
立
て
て
。

和
解
は
国
労
に
と
っ
て
転
機
に
。
現
場
の
運
動
を

創
り
直
せ
る
か
、
そ
れ
次
第
で
蘇
り
も
す
る
し
骨
抜

き
に
も
な
る
。
昇
進
事
件
和
解
を
受
け
分
会
で
集
会

を
行
い
、
具
体
的
に
試
験
を
受
け
て
い
く
場
合
の
、

小
集
団
・
提
案
な
ど
を
ど
う
す
る
か
話
し
合
っ
た
。

そ
の
中
で
、
い
つ
ま
で
も
紛
争
状
態
で
は
い
け
な
い

し
、
若
い
人
は
入
っ
て
こ
な
い
の
で
和
解
は
良
か
っ

た
と
い
う
声
、
和
解
で
会
社
の
方
針
に
従
う
か
が
評

価
の
問
題
と
さ
れ
、
分
会
全
体
で
小
集
団
、
提
案
を

取
り
組
も
う
の
声
、
或
い
は
、
今
更
何
が
変
わ
る
の

か
、
組
合
の
差
な
く
働
く
現
状
は
変
わ
ら
な
い
、
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

全
体
と
し
て
、
和
解
で
目
の
前
は
明
る
い
兆
し

が
出
た
。
う
ま
く
行
け
ば
試
験
が
受
か
る
か
も
し

れ
な
い
若
い
人
が
国
労
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
、




